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インターバンクの声 （2015 年 1 月 21 日） 
 

キング牧師の生誕記念の祝日明けとなったニューヨーク市場で、ドル円相場

が先週１３日以来となる１１８円台後半までしっかり戻って来た。悲観的に

待ち構えていた昨年の中国の国内総生産（GDP）が予想ほど悪くなかったこと

や、国際通貨基金（IMF）が発表した今年以降の世界経済見通しの中での米経

済見通しを堅調としたことがドルの対主要通貨での上昇につながったようだ。

また、今日の日銀金融政策決定会合で１０月３１日のサプライズ緩和同様に

何かあるのではとの憶測も円売りの材料になっていたらしい。ところで、日

本では欧米市場ほどスイスフラン建ての為替資産規模が大きくない為か、直

接巻き込まれてしまった人以外は、先週の木曜から金曜にかけてのスイスフ

ラン・ショックの影響がまだ数日しか経っていないのに薄れ始めてしまって

いる。しかし、思わぬところから早速このスイスフランの高騰を嘆く後輩の

声を聴いて驚いた。自分への昨年の頑張りに対する褒美としてスイス製の R

社製腕時計を買おうと思っていたらしいが、日本の代理店が通貨高を理由に

早くも１０％近くも値上げしたというのだ。１万円が１万１千円になる規模

ではないので、気の毒だが怪我をしない事故にあったと思ってまた頑張るし

かないだろう。 
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